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」
る
あ
で
明
発
の
高
最
類
人
は
市
都
「

｜
。

う
こ
、
て
い
お
に
論
市
都
な
た
新
た
し
出

化
密
高
・
化
層
高
を
市
都
「。
る
す
摘
指

つ
に
歩
進
の
類
人
が
と
こ
る
せ
さ
展
発
し

」
る
が
な

｜
。

　

強
を
調
歩
て
け
向
に
化
層
高
は
市
都
大
の

だ
国
進
先
な
う
よ
の
国
が
わ
。
る
い
て
め

層
高
超
も
て
い
お
に
国
興
新
、
く
な
で
け

、
れ
ら
め
進
に
う
よ
う
競
が
設
建
の
ル
ビ

高
「。
り
か
ば
る
ま
強
は
れ
流
の
へ
化
層
高

に
ぐ
す
、
は
詞
容
形
う
い
と
」
一
界
世
さ

あ
で
状
現
が
の
う
ま
し
て
れ
ら
え
換
き
書

。
る

　

技
築
建
は
の
る
い
て
し
現
実
を
化
層
高

。
る
い
て
し
た
果
を
割
役
な
き
大
も
化
度

が
な
し
現
実
を
化
速
高
、
で
心
安
・
全
安

　

多
。
と
こ
の
前
年
０
０
２
２
ら
か
今
は
の

考
が
ス
デ
メ
キ
ル
ア
る
れ
ら
知
で
家
明
発

日
「、
に
年
２
４
８
１
は
で
本
日
。
た
し
案

園
楽
偕
る
あ
で
つ
と
ひ
の
」
園
庭
大
三
本

事
食
、
て
い
お
に
所
憩
休
の
）
県
城
茨
（

力
人
ん
ろ
ち
も
。
り
ま
始
が
の
た
れ
さ
用

。
だ

　

を
化
層
高
の
市
都

る
え
支

ベレ
エ

タ

▲エレベーターの機能は急速に進化。入館ゲートと連動したエレベーターも。
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た
し
成
完
が
閣
雲

11
月
10

も
で
今
、
は
日

　

成
済
経
度
高
。
代
年
０
６
９
１
が
の
た
し

や
法
準
基
築
建
。
化
変
く
き
大
は
姿
の
市

ニ
ロ
ト
ク
レ
エ
、
え
加
に
定
制
の
Ｓ
Ｉ
Ｊ

。
る
い
て
れ
わ
言
と
だ

　

レ
エ
式
動
電
の
国
が
わ
、
も
に
外
意

、
は
に
年
０
９
８
１
翌
の
機
号
初
の
ス
チ

が
号
一
第
産
国
に
」
閣
雲
凌
「
の
草
浅
た

が
障
故
。
た
し
計
設
が
氏
助
市
岡
藤
た
れ

。
た
れ
さ
化
準
標

　

し
業
開
に
年
８
７
９
１
。
る
す
化
格
本
も

36

電
菱
三
く
じ
同
は
に
年
３
９
９
１
、
か
ほ

速
時
（

45

電
菱
三
は
で
在
現
。
る
い
て
し
新
更
を
速

65

。
る
い
て
れ
ら
げ
広
り

　

、
性
頼
信
や
性
定
安
、
い
伴
に
化
速
高

て
れ
ら
め
求
り
よ
が
力
合
総
ど
な
性
久
耐

か
「
る
れ
ら
め
求
に
特
が
性
適
快
。
る
い

さ
じ
感
を
音
騒
や
れ
揺
が
人
は
で
」
室
ご

の
へ
性
音
防
や
術
技
震
耐
な
う
よ
い
な
せ

、
た
ま
。
る
い
て
れ
ら
め
進
が
み
組
り
取

用
利
に
心
安
・
全
安
て
し
続
継
に
様
客
お

ン
メ
や
理
管
転
運
な
全
安
、
に
め
た
く
頂

エ
の
ら
か
れ
こ
。
る
な
と
要
重
て
め
極
も

え
迎
を
代
時
る
れ
さ
試
が
力
合
総
の
て
し

る
れ
わ
言
と
明
発
の
高
最
類
人
。
る
い
て

レ
エ
の
本
日
、
て
い
お
に
り
く
づ
市
都

。
る
あ
つ
つ
り
な
に

▲三菱電機稲沢製作所（愛知県）では、
初期のエレベーターの内部を見ることがで
きる。

エレベーターの歴史
紀元前236年 アルキメデスが人力で荷物を上げる方式を考案。

1835年 蒸気機関を動力にしたエレベーターが登場。

1889年 オーチス社が世界で初めて電動エレベーターを開発。

1890年 わが国初の電動式エレベーターが東京・浅草に設置。

1961年 分速210㍍の国内最速エレベーター（三菱電機）が登場。

1968年 分速300㍍の国内最速エレベーター（日立製作所）を採用した
霞が関ビルが竣工。

1978年 分速600㍍の世界最速エレベーター（三菱電機）を採用したサン
シャイン60が完成。

1993年 分速750㍍の世界最速エレベーター（三菱電機）を採用した横
浜ランドマークタワーが開業。

2011年 三菱電機が上海中心大廈向けに分速1080㍍のエレベーター受注
に成功。

2014年 日立製作所が世界最速となる分速1200㍍のエレベーターの開発
に成功したと発表。



エレベーターのライフサイクル

鉄鉱石採掘

イラストで見る

加工・変換

溶解・精錬・鋳造・圧延

かご室・制御盤・巻上機

工作機械

加工・製造

輸送・配送
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が
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
も
に
品
製
な
ん
ど

加
「
を
源
資
る
な
と
料
原
の
品
製
。
る
あ

み
生
が
料
材
原
で
と
こ
る
す
」
換
変
・
工

さ
ど
な
械
機
ス
レ
プ
は
料
材
原
、
れ
さ
出

た
し
達
熟
、
具
工
や
械
機
作
工
な
ま
ざ
ま

る
よ
に
」
技
の
匠
「
る
ゆ
わ
い
、
能
技

終
最
、
て
経
を
程
工
の
」
造
製
・
工
加
「

顧
。
る
れ
さ
」
送
配
・
送
輸
「
に
者
費
消

て
が
や
は
品
商
た
れ
さ
用
活
れ
さ
愛
に
客

を
命
運
る
れ
さ
棄
廃
、
え
終
を
命
使
の
そ

れ
そ
は
生
一
の
品
製
、
し
か
し
。
る
ど
た

部
一
の
物
棄
廃
。
い
な
ら
わ
終
は
で
け
だ

再
て
し
と
料
材
原
な
た
新
、
れ
さ
収
回
は

。
る
れ
さ
出
見
を
割
役
の
て
し
と
品
製
、
び

中
の
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
は
品
製
の
て
べ
す

。
る
け
続
き
輝
で

　

材
素
部
に
け
だ
れ
そ
。
る
い
て
れ
さ
成
構

ス
、
物
鋳
、
板
鋼
、
鉄
、
で
様
多
種
多
も

野
分
い
広
幅
ど
な
脂
樹
学
化
、
ス
レ
ン
テ

、
れ
か
分
く
き
大
に
」
分
部
い
な
え
見
「

や
性
適
快
は
」
室
ご
か
「
む
込
り
乗
が
人

か
や
機
上
巻
、
方
一
る
す
求
追
を
さ
華
豪

に
く
と
。
る
れ
ら
め
求
が
性
久
耐
や
さ
強

化
進
の
材
素
部
る
け
お
に
分
部
い
な
え
見

。
る
あ
が
の
も
い
し
ま
覚
目
は

　

。
だ
無
有
の
」
室
械
機
「、
は
の
る
き
で

を
ど
な
盤
御
制
や
機
上
巻
な
要
必
に
め
た

路
降
昇
、
で
と
こ
の
屋
部
る
い
て
し
納
収

が
の
る
い
て
し
置
設
に
分
部
の
上
番
一
の

と
機
上
巻
、
は
で
近
最
だ
た
。
だ
的
般
一

昇
、
現
実
が
化
型
小
・
化
型
薄
の
盤
御
制

の
材
素
部
。
る
い
て
し
加
増
が
」
ス
レ
室

　

高
最
国
中
。
る
い
て
い
続
が
新
革
術
技
も

速
高
超
に
」
厦
大
心
中
海
上
「
る
な
と
層

に
性
ネ
エ
省
に
機
上
巻
、
は
で
機
電
菱
三

実
を
転
運
な
動
振
低
・
音
騒
低
、
し
用
採

さ
大
増
を
度
強
比
量
質
、
し
対
に
加
増
さ

消
解
を
足
不
率
全
安
の
で
程
揚
高
超
、
し

た
れ
さ
ら
巡
り
張
に
数
無
、
た
ま
。
た
し

を
度
強
し
大
拡
を
径
心
鋼
、
い
伴
に
大
拡

イ
的
新
革
な
う
よ
の
こ
、
は
の
た
し
に
能

ルク
イ
サ
フ
イ
ラ
の
品
製

化
速
高
超

・

の
材
素
い
な
せ
か
欠
に
性
適
快

化
度
高

エレベーターの構造
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可
を
用
応
の
へ
品
製
生
民
、
れ
ら
図
が
化

エ
、
り
よ
に
用
採
の
材
素
新
。
た
し
と
能

る
す
減
半
そ
よ
お
べ
比
に
製
属
金
の
来
従

自
を
状
形
や
さ
厚
は
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
。
う
い
と

メ
な
き
大
る
き
で
が
と
こ
る
え
変
に
由

と
こ
る
め
進
し
推
に
ら
さ
を
化
能
機
高
の

。
る
い
て
れ
さ
待
期
が

　

後
が
化
度
高
の
材
素
て
い
お
に
上
向
能
機

わ
つ
立
に
位
優
に
的
界
世
で
発
開
の
具
工

。
い
き
大
は
性
能
可
る
す
現
実
を
長
成
る

　

手
大
最
内
国
。
か
の
る
れ
ら
く
つ
に
う
よ

。
う
よ
み
て
見
を
場
現
造
製
の
機
電
菱
三
の

　

航
。
る
い
で
ん
進
も
応
対
の
へ
材
素
新

る
い
て
め
集
を
題
話
で
用
採
の
へ
機
空

人
、
は
で
機
電
菱
三
。
る
あ
つ
つ
み
進
も

応
へ
品
製
生
民
を
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
の
用
星
衛
工

室
ご
か
、
発
開
自
独
を
術
技
料
材
る
す
用

。
る
い
て
し
討
検

　

推
を
化
ネ
エ
省
の
体
動
移
は
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｃ

を
ら
れ
そ
、
ど
な
器
機
調
空
両
車
道
鉄
や

エ
省
な
幅
大
、
き
で
現
実
を
化
量
軽
の
品

三
で
こ
そ
。
る
あ
が
点
利
る
が
な
つ
に
ネ

形
成
の
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
用
星
衛
工
人
は
機
電
菱

を
圧
空
真
を
脂
樹
の
状
液
、
て
し
と
法
方

行
に
時
同
を
形
成
、
ぜ
混
と
維
繊
て
い
用

ト
ス
コ
低
の
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｃ
、
果
結
の
こ
。
用

麻の繊維

よじった鉄線

樹脂

鉄線

▲機械室レスを実現するコンパクトな巻上機。

◀エレベーターに使
用される鋼板。用途
によって種類が異なる。

鋼板種別サンプル

従来のロープ 新開発のロープ
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エレベーターができるまで

ど
な
床
、
井
天
、
壁
や
扉
は
」
室
ご
か
「

一
。
る
ま
始
ら
か
産
生
の
」
品
匠
意
「
の

板
、
で
械
機
作
工
る
れ
ば
呼
と
」
機
ス
レ

状
形
。
る
す
施
実
を
工
加
き
抜
ち
打
の
金

工
加
形
成
、
き
抜
ち
打
に
置
位
の
定
所
て

と
る
す
適
に
産
生
量
少
種
品
多
。
す
施
を

。
る
い
て
れ
わ
言

　

の
き
抜
ち
打
、
は
で
程
工
の
工
加
材
素

る
よ
に
具
工
工
加
、
れ
ば
呼
と
」
工
加
ト

に
面
表
の
料
材
板
鋼
、
り
よ
に
工
加
削
切

工
加
げ
曲
、
で
と
こ
る
れ
入
を
み
込
り
切

形
な
ま
ざ
ま
さ
。
の
も
る
せ
さ
上
向
を
性

名古屋市から北西におよそ15㌔㍍。エレベーター製造で国内最大手・三菱電機
稲沢製作所にたどり着く。敷地面積は東京ドーム4個分のおよそ18万4000平
方㍍で、関連会社を含め3500人のスタッフが従事。各種エレベーターやエスカ
レーターの「マザー工場」として、90を超える国や地域に輸出している。
戦後の高度経済成長期を迎えた1964年には、折からのビル建設ラッシュを背景
にエレベーターの需要が急増したことを受け、昇降機事業の専門工場として稲沢
製作所を設立。高性能・高品質・高信頼性といった高いブランド力を堅持し、
1993年にエレベーター世界最高速を樹立したほか、1995年には年間生産台数
が1万6000台に達し、質・量ともに世界を代表する製造拠点になっている。
エレベーターはおもに「かご室」「制御盤」「巻上機」で構成されるが、稲沢製作
所はそのすべてを一貫生産していることが大きな特徴。高度なものづくりを具現化している。
では、エレベーターの顔と言える「かご室」の製造工程を中心に、製品ができるまでを見てみよう。

工
加
材
素

▲鋼板をパンチプレス機で打ち抜き加工する。

▲「かご室」などの意匠品づくりでは、工作機械による
自動化が進んでいる。

り
く
づ
室
ご
か
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つ
ず
枚
一
に
確
正
つ
か
重
慎
が
人
職
は
で

動
自
は
で
工
加
金
板
。
く
い
て
げ
上
ぎ
研

れ
さ
か
生
に
所
随
が
技
の
人
職
は
で
こ
こ

。
る
い
て

　

匠
意
な
級
高
る
す
入
納
に
ど
な
ル
テ
ホ

サ
と
水
。
る
え
迎
を
程
工
ぎ
研
水
、
は
品

装
塗
と
性
滑
平
の
面
匠
意
。
く
磨
を
面
表

こ
こ
、
で
い
狙
が
の
る
め
高
を
性
着
密
の

　

 

ン
サ
。
る
れ
ら
め
進
で
手
の
人
職
た
し
練

そ
さ
な
題
問
、
見
一
。
る
げ
上
き
磨
で
フ

の
面
装
塗
、
ら
が
な
面
表
の
品
匠
意
な
う

、
て
げ
上
き
磨
で
業
作
手
を
凸
凹
な
細
微

。
る
す
に
う
よ
の
鏡

　

外
海
、
く
多
が
け
向
内
国
本
日
は
装
塗

程
工
ぎ
研
水

程
工
装
塗

▲高級なエレベーターでは、職人が表面を磨き上げる。「職人の技」が随所に生かされる。

▲「梨子地塗装」や「ハンマートーン塗装」
など、高級感あふれる塗装が施される。
◀通常のエレベーターは自動ラインで塗装
される。（下地塗装を行う電着塗装槽）
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品
製
で
と
こ
る
け
か
を
気
電
。
る
れ
ま
込

で
で
ま
こ
こ
。
る
せ
さ
出
析
を
膜
塗
に

エ
。
る
す
成
完
は
材
造
構
の
」
室
ご
か
「

。
的
般
一
が
の
る
れ
ら
て
立
み
組
で
地
現

の
」
室
ご
か
「
の
み
染
馴
お
、
際
の
荷
出

。
い
な
は
と
こ
る
す
に
目
を
姿
た
し
成
完

。
う
い
と
い
多
が
製
ス
レ
ン
テ
ス
は
で
け
向

。
う
い
と
る
れ
さ
施
実
が
装
塗
の
も
程
工

　

に
列
一
、
ち
の
た
経
を
理
処
前
は
品
匠
意

り
送
に
」
装
塗
着
電
「、
れ
ら
げ
下
り
吊

　

て
れ
さ
約
集
が
術
技
ス
ク
ニ
ロ
ト
ク
レ
エ

源
電
、
は
で
て
立
み
組
の
盤
御
制
。
る
い

の
数
複
る
れ
ら
い
用
に
給
供
号
信
や
給
供

、
り
た
し
か
動
を
機
上
巻
、
り
ま
始
ら
か

エ
。
る
れ
さ
施
実
り
よ
に
手
の
人
が
線
配

く
つ
に
り
入
念
、
め
た
る
な
異
が
様
仕
つ

。
る
れ
ら
め
求
が
と
こ
く
い
て
げ
上
り

　

圧
電
耐
、
査
検
線
配
、
立
組
ン
イ
メ
、
て

後
最
、
て
経
を
程
工
の
連
一
の
ど
な
験
試

立
み
組
、
は
れ
こ
。
る
え
構
ち
待
が
程
工

レ
エ
に
際
実
、
か
い
な
が
ス
ミ
で
程
工
て

を
機
上
巻
と
盤
御
制
。
の
も
る
す
験
試
て

て
出
ら
か
盤
御
制
、
に
も
と
と
る
す
続
接

閉
開
の
扉
、
で
と
こ
る
す
続
接
に
置
装
験

読
に
確
正
を
号
信
た
れ
さ
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時
の
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出

程
工
装
塗

▲塗装工程を経たかご室の構造材。かご室は部品のままで出荷される。

◀ハーネス組み立てからサブ組み立て、メイン組
み立て、検査・試験を重ねて制御盤はつくられる。

り
く
づ
盤
御
制
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▲かご室を上げ下げする巻上機。頑健な雰囲気が伝わってくる。

り
く
づ
機
上
巻

▲完成した制御盤。
慎重に出荷される。

▶エレベーターの「頭脳」とも
言える制御盤。エレクトロニ
クスの技術が集約されている。

▼制御盤はコンパクト化している。
後方がサンシャイン60で採用さ
れた制御盤だが、現在は女性の
手におさまるサイズに。
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Nakam
ura  Yoshitaka

　「10円玉が倒れない」 。最近の
高速エレベーターでは、振動をほと
んど感じることがなく、エレベー
ターの床に10円玉を立てても倒れな
い。この秘密は何か 。三菱電機
の最先端技術を搭載した「アクティ
ブ・ローラーガイド」がそれを実現
している。
　エレベーターで起こる横揺れの原
因は大きく分けて二つ。一つはかご
が走行するレールのつなぎ目やわず
かなズレ。もう一つが、超高速走行
の際、かご同士がすれ違う時の風圧
によるものだ。
　この二つの横揺れをいかに抑え込
むかが大きな課題となっていたが、
三菱電機ではアクティブ・ローラー

ガイドを世界で初めて開発。高速エ
レベーターの乗り心地を一気に高め
た。
　アクティブ・ローラーガイドの効
果を簡単に説明すると、走行時のか
ご振動を加速度センサーにより検知
し、振動と逆方向の力をかごに加え
ることで横振動を解消した。要はか
ごに減衰力を与え、かごの振動を打
ち消すことで揺れを感じない走行が
可能になったわけだ。
　静かにかつ高速に建物空間を行き
来できる現在のエレベーター。飽く
なき技術の追求が、快適な乗り心地
を実現した。エレベーターはさまざ
まな最先端技術の結晶であり、進化
し続けている。

▲高速運転しながらも10円玉が倒れな
いほど、振動がなく快適な空間づくり
を実現している。
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◀地名の「イナザワ」にちなみ、高さ
173・0㍍ある試験塔「SOLAE」。


